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▲決算認定現地調査（桜江中学校の太陽光発電）

９月議会定例会
平成 26 年第４回議会定例会が、９月１日から 22 日

までの 22 日間の日程で開かれ、初日は山下市長の施
政方針演説に続き、専決処分報告１件、補正予算７件、
平成 25 年度決算認定７件の提案があり、決算特別委
員会を設置しました。常任委員会などでの審査を行
い、最終日に「固定資産評価審査委員会委員の選任」、

「教育委員会委員の任命」について同意議案２件、専
決処分報告１件、陳情１件、議員提出議案３件が審議
され、議員提出議案 1件を除くすべての議案を原案の
とおり可決、採択し、決算認定は「決算認定要望事項」
を付して認定しました。

９
月
１
日

４
日

５
日

８
日

９
日

10
日

11
～
17
日

22
日

平成26年

９月（第４回）定例会日程

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
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上
程
・
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質
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委
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付
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上
程
・
提
案
説
明
・
質
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特
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委
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・
委
員
会
付
託
・
決
算
特
別
委
員
会
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本
会
議
（
陳
情
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

委
員
会
（
総
務
文
教
委
員
会)

委
員
会
（
建
設
厚
生
委
員
会
）

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

委
員
会
（
決
算
特
別
委
員
会
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

【
９
月
定
例
会
】

●
市
長
提
出
議
案
　

31
件

・
条
例
議
案
10
件

・
一
般
議
案
１
件

・
予
算
議
案
８
件

・
認
定
議
案
８
件

・
報
告
議
案
２
件

・
同
意
議
案
２
件

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
平
田
康
智
氏
・

大
野
康
宏
氏
の
選
任

に
、
教
育
委
員
会
委
員

任
命
に
つ
い
て
は
森
崎

茂
氏
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
議

案
に
つ
い
て
も
原
案
可

決
・
認
定
し
ま
し
た
。

●
陳
情
　
　

１
件

●
議
員
提
出
議
案
３
件

○
議
員
提
出
議
案
２
件
が

原
案
可
決
と
な
り
、
１

件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
「
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
」お
よ
び「
手

話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
」
は
、
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

一般会計補正予算（３号）　≪可決≫

10 億 3539 万円 増額
内容：子育て支援や地域医療支援、雇用対策、および災害復

旧費の追加補正、避難対策としての水位計の設置など早急な

予算措置が必要な経費によるもの。
補正後予算総額

173 億 8468 万円

特別会計９月補正予算（水道事業会計を除く）　≪可決≫

1 億 5478 万円 減額補正
内容：国民健康保険料の本算定による保険給付費の決定や、
財源調整、国庫補助金の内示、修繕費によるもの。補正後予算総額

50 億 4929 万円

議会の動き・審議結果 ２



～平成２６年度９月補正予算（第３号）の主要事業～

事業名 予　算　額 事　業　の　概　要

特 定 中 山 間

保 全 整 備 事 業
7億3996万円

森林総合研究所が整備した、基幹農林道（日桜ロード）の江津市負

担額を一括償還するためのもの。

地 域 医 療

支 援 対 策 事 業
1201万円

看護師確保のため、済生会江津総合病院で実施する「事業所内保育

所」を支援するもの。

予 防 接 種 事 業 1135万円
定期接種化された、児童の水疱瘡、高齢者の肺炎球菌ワクチン接種

に対応するための費用。

西 部 小 学 校

建 設 事 業
360万円 西部地区の統合小学校建設の可否を含め、予備調査を行うもの。

学 校 給 食 費 322万円 給食センターの備品を購入するもの。

□問　　特定中山間保全整備事業について、一括償還により約3億円の後年度負担軽減になるという理由は。

■答　制度の変更により、日桜ロード整備事業費の江津市負担金に有利な過疎債を充てることが可能となり、

国からの交付税措置が事業費の３割から７割へ増加するため。

□問　　地域医療支援対策事業の済生会江津総合病院の院内保育委託事業について、この施設は以前の病

児保育所であるが、病児保育はどうなるのか。

■答　現時点では小児科医の確保が困難であり、再開も難しい状況だが、今後医師が確保できれば検討

する。

□問　　西部小学校建設事業については、これから建てられるかどうかの調査を委託するということだが、

不可となった場合はどうするのか。またこの調査結果はいつごろ出されるのか。このような調査

は職員で可能ではないか。

■答　調査の結果で建設事業が続行されるのか方向を変えるのかについては今後検討することとしてい

る。現時点で不可となることは想定してない。年度末までに調査結果が出る。教育委員会には技

師である職員が配置されていないので不可能。

□問　　給食センターの備品購入の理由は。

■答　児童生徒の減少により、江津学校給食センターの配食数が現行の栄養教諭配置基準を下回り、栄

養教育に支障が出る恐れがある。これを回避するため渡津小学校の給食を桜江学校給食センター

から江津学校給食センターに移すため。

予算委員会審査内容（一般会計補正予算）

【反対討論】

市の財政をかえりみない多額の経費を必要とする統合西部小学校建設には反対であり、その建設事

業につながる予備調査が含まれている予算案には賛成できない。

【賛成討論】

審査を通じて早急に予算措置が必要なものと理解したので補正予算には賛成である。

３ 補正予算・予算審査



一般会計決算

賛　成（13）

反　対（２）

決
算
審
査
に
あ
た
り
、

各
会
計
へ
要
望
を
行
い
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

１
．
定
住
施
策
に
つ
い
て

市
は
加
速
す
る
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ

く
「
定
住
促
進
４
大
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
軸
に

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
に
住
む
人
々

が
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
定
住
促
進

を
さ
ら
に
推
進
さ
れ
た
い
。

①
こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致

活
動
の
推
進
と
合
わ
せ
、

既
に
市
内
に
立
地
し
て
い

る
企
業
や
地
場
の
中
小
企

業
へ
の
支
援
も
含
め
、
雇

用
の
場
、
人
材
の
確
保
に

努
め
ら
れ
た
い
。

②
子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
、
新
た
な
制
度
に
基
づ

き
定
住
に
つ
な
が
る
支
援

策
を
検
討
し
充
実
を
図
ら

れ
た
い
。

③
本
市
の
実
情
に
合
っ
た

新
た
な
産
業
振
興
・
観
光

振
興
施
策
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
を
目
指
し
、
本

市
の
経
済
活
動
が
活
発
化

す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．
行
財
政
に
つ
い
て

合
併
特
例
に
よ
る
普
通

交
付
税
の
加
算
措
置
の
段

階
的
縮
減
も
直
前
に
迫

り
、
財
政
状
況
は
大
変
厳

し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と

と
な
る
。
更
な
る
財
政
の

健
全
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
国
ま
た
は
県
に
よ
る
新

た
な
財
政
支
援
策
に
す
ぐ

に
対
応
す
る
な
ど
、
有
利

な
起
債
・
財
源
の
確
保
に

努
め
ら
れ
た
い
。

②
収
納
対
策
に
つ
い
て
は

改
善
が
見
ら
れ
る
。
引
き
続

き
収
入
未
済
額
・
不
納
欠

損
額
の
減
少
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
さ
れ
た
い
。

③
引
き
続
き
行
財
政
改
革

大
綱
実
施
計
画
に
基
づ
く

施
策
を
着
実
に
推
進
さ
れ

た
い
。

④
公
共
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
統
合
・
廃
止

を
含
め
た
事
業
実
施
を
年

次
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

３
．
防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て

平
成
25
年
豪
雨
災
害
を

受
け
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
防
災
・
減

災
に
向
け
た
取
り
組
み
の

重
要
性
が
一
層
増
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や

災
害
情
報
伝
達
方
法
の
強

化
な
ど
、
災
害
発
生
時
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

防
災
対
策
の
充
実
を
図
ら

れ
た
い
。

４
．
教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
環
境
の
整
備
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
方

教
育
行
政
法
の
改
正
を
見

据
え
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
社
会
の
教
育
力
向
上

に
向
け
、努
力
さ
れ
た
い
。

５
．
地
域
医
療
対
策
に
つ

い
て

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
医
療
体
制
充
実
の
た

め
、
今
後
も
病
診
連
携
の

強
化
を
図
り
、
医
師
・
看

護
師
確
保
な
ど
様
々
な
対

策
を
推
進
さ
れ
た
い
。

６
．
国
民
健
康
保
険
事
業

に
つ
い
て

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
や
借
入
金
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

る
。

①
が
ん
検
診
や
特
定
健
診

の
目
標
値
を
設
定
の
う
え

受
診
率
の
向
上
を
図
り
、

病
気
を
予
防
す
る
こ
と
を

重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
医
療
給
付
費
を
抑

制
す
る
こ
と
で
、
国
保
会

計
の
健
全
化
を
進
め
ら
れ

た
い
。

②
県
単
位
等
広
域
で
の
運

営
及
び
国
に
よ
る
財
政
支

援
強
化
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
市
長
会
等
を
通
し
て

強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

７
．
公
共
下
水
道
事
業
に

つ
い
て

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

出
し
が
増
加
す
る
中
、
引

き
続
き
接
続
率
の
向
上
を

図
ら
れ
、
受
益
者
負
担
金

や
使
用
料
の
収
入
未
済
額

の
減
少
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
将
来
人
口
予
測
や
財
政

状
況
を
見
据
え
、
合
併
浄

化
槽
に
よ
る
事
業
展
開
を

検
討
す
る
な
ど
、
抜
本
的

☆
一
般
会
計
及
び

　

特
別
会
計
へ
の
要
望

☆
水
道
事
業
会
計

　

へ
の
要
望

平
成
25
年
度

決

算

認

定

平
成
25
年
度

決

算

認

定

特 別 会 計
（６会計）決算

水 道 事 業
会 計 決 算

歳入総額　163 億 8163万円

歳出総額　158 億 3582万円

歳入総額　　　53 億 1562万円

歳出総額　　　52 億 9900万円

収益的収支　収入総額　５億 6855万円 歳出総額　５億 3701万円

資本的収支　収入総額　２億 3561万円 歳出総額　４億　852万円

な
計
画
の
見
直
し
を
検
討

さ
れ
た
い
。

今
後
人
口
減
少
に
よ
る

給
水
量
の
減
少
や
配
水
施

設
の
老
朽
化
な
ど
が
進

み
、
厳
し
い
経
営
状
況
が

続
く
と
思
わ
れ
る
。

１
．
有
収
率
に
つ
い
て

引
き
続
き
漏
水
調
査
の

実
施
と
老
朽
配
水
管
の
計

画
的
な
布
設
替
え
に
よ

り
、
有
収
率
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

２
．
経
営
状
況
に
つ
い
て

簡
易
水
道
事
業
の
統
合

を
見
据
え
、
中
長
期
的
な

視
野
に
立
ち
、
経
営
の
効

率
化
・
合
理
化
に
向
け
た

対
応
を
行
い
、
安
全
で
安

心
な
水
の
供
給
に
努
め
ら

れ
た
い
。

３
．
新
地
方
公
営
企
業
会

計
制
度
に
つ
い
て

新
会
計
基
準
の
も
と
経

営
成
績
や
財
政
状
況
を
分

析
し
、
健
全
経
営
へ
の
対

応
を
図
ら
れ
た
い
。

収益的収支　収入総額　５億 6855万円

資本的収支　収入総額　２億 3561万円

歳入総額　163 億 8163万円

歳出総額　158 億 3582万円

歳入総額　　　53 億 1562万円

歳出総額　　　52 億 9900万円

歳出総額　５億 3701万円

歳出総額　４億　852万円

決算認定 ４



決算認定：桜江町田津「みんなでつくる有機の郷事業」の
導入された設備を現地調査

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

審
査
内
容

総
務
文
教
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

審
査
内
容

審
査
内
容

審
査
内
容

◎
委
員
長
　
　

土
井
正
人

○
副
委
員
長
　

島
田
修
二

※
委
員
は
議
長
及
び
監
査

委
員
を
除
く
12
名

委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
、
平
成
25
年
度
決
算
認

定
議
案
８
件
に
つ
い
て
市

内
８
カ
所
の
現
地
調
査
を

含
め
４
日
間
の
審
査
を
行

い
、
一
般
会
計
、
国
民
保

険
事
業
特
別
会
計
の
決
算

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
、
そ
れ
以
外
の
決
算
に

つ
い
て
は
、
異
議
な
く
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

今
後
の
考
え
や
現
在
の

取
り
組
み
状
況
で
は
な

く
、
前
年
度
審
査
の
要
望

事
項
が
25
年
度
決
算
書
の

ど
こ
に
具
体
的
に
反
映
さ

れ
た
か
説
明
を
求
め
る
意

見
が
あ
っ
た
。

【
質
疑
】

□問
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
事
業
に
つ
い
て
、

各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

収
支
状
況
は
。

■答
　

あ
ま
り
に
細
か
い
内

容
の
質
疑
や
資
料
要
求
が

多
い
。
常
識
の
範
囲
で

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

□問
　
　

生
活
交
通
バ
ス
事
業

の
川
平
や
波
積
の
路
線
は
、

委
託
業
者
が
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
て
融
通
を
利
か

せ
て
走
り
、
利
用
者
数
を

伸
ば
し
て
い
る
。
他
の
路

線
で
も
同
様
の
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
で
は
。

■答
　

桜
江
地
区
で
の
取
り

組
み
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
し
た
も
の
な
ど
あ
る

が
、
今
後
、
走
ら
せ
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

□問
　
　

地
域
医
療
支
援
対
策

事
業
の
対
象
と
な
る
、
済

生
会
江
津
総
合
病
院
で
の

院
内
改
革
の
成
果
は
。

■答
　

看
護
師
確
保
・
定
着

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
看

護
師
か
ら
処
遇
改
善
の
意

見
を
出
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
地
域
に
認
め
て
も

ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
す

る
な
ど
、
意
識
改
革
が
進

ん
で
い
る
。
　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

条
例
議
案
３
件
に
つ
い
て
、

審
査
の
結
果
、
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

●
条
例
議
案

◆
江
津
市
い
じ
め
問
題
再

調
査
委
員
会
設
置
条
例
の

□問
　
　

こ
の
条
例
は
子
ど
も

権
利
条
約
に
沿
っ
た
も
の

か
。■答

　

基
礎
と
な
る
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
も
国
の

作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当

然
、
本
市
で
も
権
利
条
約

を
踏
ま
え
て
提
案
し
て
い

る
。

◆
江
津
市
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

桜
江
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
、
川
戸
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
か
ら
桜
江
小
学
校

内
へ
移
転
す
る
た
め
改
正

を
行
う
も
の
。

□問
　
　

現
在
、
桜
江
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
定
員
を

６
名
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
。
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
は

確
保
さ
れ
る
か
。

■答
　

体
育
館
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
へ
移
転
す
れ

ば
、
定
員
は
25
名
か
ら
30

名
に
増
え
る
。

◆
江
津
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て＝
内
容
＝

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
に
よ
る
児
童
福
祉
法

設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
。

□問
　
　

設
備
や
指
導
員
の
扱

い
は
ど
う
変
わ
る
か
。

■答
　

設
備
は
現
在
の
も
の

を
利
用
す
る
。
ま
た
、
現

在
３
名
の
指
導
員
に
資
格

が
な
い
。
施
行
ま
で
に
研

修
を
行
い
、
資
格
認
定
を

受
け
る
。

□問
　
　

現
在
、
定
員
を
８
名

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
高
角

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
現
状
で

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

「
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
」
に
基
づ

き
、
学
校
で
の
重
大

な
「
い
じ
め
」
に
つ

い
て
、
教
育
委
員
会

の
調
査
・
報
告
に
応

じ
、
再
発
防
止
を
目

的
に
、
再
調
査
・
意

見
具
申
の
で
き
る
組

織
の
設
置
及
び
運
営

に
つ
い
て
定
め
る
も

の
。

【
委
員
質
問
】

決算認定：波積ダム建設事業を現地調査

５ 委員会審査内容



さくらえ保育園を視察

施
行
す
れ
ば
「
一
人
当
た

り
１
・
６
５
㎡
」
の
基
準

を
満
た
さ
な
い
の
で
は
。

■答
　

教
室
の
拡
充
も
検
討

す
る
が
、
児
童
数
の
減
少

も
あ
り
、
全
体
を
見
て
対

処
す
る
。
他
の
施
設
に
つ

い
て
も
、
来
年
４
月
か
ら

の
利
用
希
望
者
数
が
現
状

で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
各
施

設
の
状
況
や
指
導
員
の
体

制
を
見
な
が
ら
対
処
す
る
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

条
例
議
案
７
件
は
原
案
の

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
、
陳
情
１
件
に
つ
い

て
も
意
義
な
く
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

●
陳
情

◆
手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

　

手
話
が
言
語
と
対
等
で

建
設
厚
生
委
員
会

あ
る
こ
と
を
国
民
に
広

め
、
き
こ
え
な
い
子
ど
も

が
手
話
を
身
に
つ
け
、
学

び
、
使
い
、
言
語
と
し
て

手
話
を
普
及
・
研
究
で
き

る
環
境
整
備
を
目
的
と
し

た
「
手
話
言
語
法(

仮

称)

」
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
を
、
国
へ
提
出
し

て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。

●
条
例
議
案

◆
江
津
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

７
月
１
日
か
ら
の
ご
み

袋
・
ご
み
券
の
価
格
改
定

に
よ
り
、
12
月
末
ま
で
使

用
可
能
と
さ
れ
た
旧
ご
み

袋
・
ご
み
券
に
つ
い
て
、

補
助
券
の
貼
付
に
よ
り
平

成
27
年
１
月
か
ら
９
月
末

ま
で
使
用
期
間
を
延
長
す

る
も
の
。

□問
　
　

昨
年
12
月
議
会
で

は
、「
補
助
券
は
発
行
で

き
な
い
」
と
の
答
弁
を
受

け
、
修
正
議
決
し
た
経
緯

が
あ
る
。
１
年
も
経
た
ず

に
改
正
で
は
議
会
軽
視
で

は
な
い
か
。

■答
　

住
民
か
ら
「
旧
ご
み

袋
を
使
い
切
れ
な
い
」と
、

対
処
を
求
め
る
声
が
50
件

余
あ
っ
た
。
想
定
外
の
反

響
を
受
け
、
対
応
す
る
こ

と
と
し
た
。

【
反
対
討
論
】

そ
も
そ
も
、
値
上
げ
自

体
に
反
対
し
た
。
市
民
の

声
に
対
応
し
た
こ
と
は
評

価
す
る
が
、
補
助
券
な
し

で
使
い
切
る
の
が
本
来
の

市
民
の
声
に
合
致
す
る
。

市
民
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
を
考
え
る
べ
き
。

【
賛
成
討
論
】

使
用
期
間
の
延
長
に
関

す
る
議
案
で
あ
り
、
料
金

改
正
は
す
で
に
決
定
さ
れ

て
い
る
。
住
民
か
ら
の
多

く
の
要
望
に
応
え
た
良
い

対
応
で
あ
り
、
反
対
す
る

こ
と
自
体
お
か
し
い
。

◆
江
津
市
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

国
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
を
受
け
、
幼

稚
園
・
保
育
所
や
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
基

準
を
定
め
る
も
の
。

◆
江
津
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

国
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
を
受
け
、
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
認

可
基
準
を
定
め
る
も
の
。

◇
一
括
審
査
◇

□問
　
　

保
護
者
や
子
ど
も
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

■答
　

こ
れ
ま
で
認
可
外
保

育
施
設
に
は
決
ま
り
が
な

く
、
都
会
の
無
認
可
保
育

施
設
で
は
子
ど
も
が
亡
く

な
る
事
故
も
あ
り
、
そ
れ

を
防
止
す
る
た
め
の
条

例
。
本
市
が
国
の
法
律
に

基
づ
い
て
ル
ー
ル
を
定

め
、
保
育
施
設
を
運
営
す

る
こ
と
が
一
番
大
き
な
改

正
点
。

□問
　
　

正
当
な
理
由
が
な
け

れ
ば
、
保
育
施
設
は
利
用

申
し
込
み
を
拒
ん
で
は
な

ら
な
い
と
あ
る
が
、
正
当

な
理
由
の
基
準
が
不
明

確
。
児
童
福
祉
法
に
あ
る

保
育
に
欠
け
る
子
す
べ
て

に
保
育
を
受
け
さ
せ
る
市

の
責
任
へ
の
考
え
方
は
。

■答
　

市
は
積
極
的
に
必
要

な
保
育
を
し
た
い
と
の
立

場
で
い
る
。
保
育
が
必
要

と
さ
れ
た
子
ど
も
を
拒
む

こ
と
は
想
定
で
き
な
い
。

【
反
対
討
論
】

質
疑
が
打
ち
切
ら
れ
た

た
め
、
十
分
な
審
査
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
。

【
賛
成
討
論
】

無
認
可
保
育
施
設
の
ル

ー
ル
化
は
、
子
ど
も
の
命

を
守
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
も
の
な
の
で
賛
成
。

◆
江
津
市
大
規
模
集
客
施

設
制
限
地
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い

て＝
内
容
＝

都
市
機
能
の
無

秩
序
な
拡
散
を
防

止
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
都
市
構
造
実

現
の
た
め
、
都
市

計
画
法
の
準
工
業

地
域
へ
、
床
面
積

の
合
計
が
１
万
㎡

を
超
え
る
大
規
模

集
客
施
設
の
立
地
を
制
限

す
る
も
の
。

◆
江
津
市
景
観
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

平
成
25
年
12
月
に
策
定

し
た
景
観
計
画
を
効
率
的

に
活
用
す
る
た
め
、
そ
の

運
用
・
手
続
き
を
定
め
る

も
の
。

□問
　
　

す
で
に
あ
る
風
車
な

ど
は
規
定
の
13
ｍ
を
超
え

る
が
適
応
除
外
か
。

■答
　

既
存
の
建
物
は
対
象

外
。
新
た
に
建
設
す
る
も

の
が
対
象
と
な
る
。

委員会審査内容 ６



議 決 結 果議 決 結 果議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
内
涼
二

鍛
治
恵
巳
子

小
林
博
昭

田
中
利
德

多
田
伸
治

森
川
佳
英

藤
間
義
明

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

石
橋
孝
義

河
野
正
行

土
井
正
人

田
中
直
文

山
本 

誉

永
岡
静
馬

藤
田
　

厚

第

４

回

議

会

定

例

会

報告第6号 専決処分報告について 9月1日 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

議

長

職

は

評

決

権

な

し

報告第7号 専決処分報告について 9月 22日 〃 － － － － － － － － － － － － － － －

議案第43号 江津市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例の一部を改正する条例制定について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 江津市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例
制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 江津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 江津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 江津市保育の実施に関する条例を廃止する条例制
定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 江津市大規模集客施設制限地区内における建築物
の制限に関する条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 江津市景観条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 江津市いじめ問題再調査委員会設置条例の制定に
ついて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 江津市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正す
る条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 江津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 平成25年度島根県江津市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 平成26年度島根県江津市一般会計補正予算（第３
号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 平成26年度島根県江津市国民健康保険事業特別会
計補正予算（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 平成26年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特
別会計補正予算（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 平成26年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 平成26年度島根県江津市公共下水道事業特別会計
補正予算（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 平成26年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補
正予算（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 平成26年度島根県江津市農業集落排水事業特別会
計補正予算（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 平成26年度島根県江津市水道事業会計補正予算
（第１号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第1号 平成25年度島根県江津市一般会計歳入歳出決算の
認定について 〃 認定 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第2号 平成25年度島根県江津市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第3号 平成25年度島根県江津市国民健康保険診療所事業
特別会計歳入歳出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号 平成25年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第5号 平成25年度島根県江津市公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第6号 平成25年度島根県江津市簡易水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第7号 平成25年度島根県江津市農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第8号 平成25年度島根県江津市水道事業会計決算の認定
について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第6号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第7号 教育委員会委員の任命について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第2号 手話言語法制定を求める意見書の提出について 〃 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見第2号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見第3号 消費税の10％への増税を行わないことを求める意
見書の提出について 〃 否決 ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ●

意見第4号 手話言語法制定を求める意見書の提出について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

議決結果７



賛否の分かれた議案の反対・賛成討論賛否の分かれた議案の反対・賛成討論

平成27年１月以降使用できなくなる旧ごみ袋へ、補助券を貼付することで同年９月末までの使用を可能
にする条例改定で、市民からの声を一定反映していることは評価できる。しかし、負担軽減を求める市民
の要望を叶えるなら、すでに旧ごみ袋が小売店から回収されていることや、補助券貼付による混乱を避け
ることを考慮して、市民が手持ちの旧ごみ袋を使い切るまで使用可能にするべきであるため、この条例改
定には反対。

議案第 43 号　江津市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例制定について

賛否の分かれた議案の反対・賛成討論

反
対
（
森
川
）

ごみ袋の値上げについては、昨年12月に廃棄物を適正に処理していく上でやむをえないと決定されたもの
であり、経過措置として本年12月まで旧ごみ袋の使用が認められているところです。このたび提案されて
いる、平成27年１月から同年９月末までの間の補助券の貼付による対応については、住民の皆様から、
「期限までに使い切れない」、「差額分のシールを貼って使えるようにして欲しい」などの多くの意見や
要望に応えたものものであり、この度の条例改正案に賛成。

賛
成
（
小
林
）

保育所や幼稚園の運営を定める新制度で「現状より後退することはない」とされたが、保育料・入所へ
の条件・保育料以外の保護者負担・保育の向上への財政的な裏付けなどで不明瞭な点が多く、保育士の
確保や待遇改善も不確かとなっている。さらには質疑が田中直文市議の動議によって打ち切られ、十分な
審査がされていないこともあり条例案に反対。また、その動議に議会事務局が介在したことにも問題があ
る。

議案第 45 号　江津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の制定について

反
対
（
多
田
）

本条例は、子ども子育て支援法の施行に基づき小学校就学前の子どもへの教育や保育を行う施設につい
て、適切に運営が行われるかどうかを市町村が確認する義務を課せられたことに伴い、その運営基準につ
いて定めたもの。大切な子どもをお預かりする施設が適切に運営されることは、保護者が安心して子ども
を預けるために何よりも重要なことであることから、本議案について賛成。

賛
成
（
坪
内
）

条例案では小規模保育事業所や家庭的保育事業所の運営を定めるが、そのほとんどが保育士のいない保
育事業所であり、これまで認可外とされていた保育施設を保育行政に取り込もうとしている。厚労省によ
ると2013年の保育施設での死亡事故は、認可保育所の４件に対し、認可外保育施設は15件と危険性が高
い。保育を受ける機会が増えると言うが、危険を増大させることになる。全国には保育士による保育を義
務付けている自治体もある。保育の水準を下げ、子どもの安全を守れない条例案は廃案にすべき。

議案第 46 号 江津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

反
対
（
多
田
）

本条例は、家庭的保育事業を行う者の認可・確保権限が市町村へ課されたことに伴って、その設備・運営
についての基準を定めたもの。家庭的保育事業は、児童が減少している地域の保育基盤の維持や新たな保育
ニーズの受け皿として期待される。従来は認可外であった保育施設を本市が認可・確認作業を行い、質の高
いきめ細やかな保育を確保し、保護者が安心して子どもを預けられるようにすることは大変重要なので賛
成。

賛
成
（
鍛
治
）

本会議討論 ８



▲賛否の分かれた起立採決

市長は『施政方針』で、厳しい財政状況から「あらゆる施策をゼロベースで見直す」としたのに、「津
宮小と川波小の体育館の耐震化ができない」ことが理由の、西部地区の小学校統廃合と最大で50億円もの
費用が必要となる新校舎建設を田中市政から継承し、建設予定地の調査費を計上している。統廃合で地域
から小学校がなくなれば、地域での教育や地域と子どものつながりが失われ、子育て世帯が住む条件もな
くなることとなる。地域は学校統廃合に消極的な賛成しかしていない。教育環境を悪化させ、財政を圧迫
する事業につながる予算案には反対。

議案第 54 号　平成 26 年度島根県江津市一般会計補正予算（第３号）を
定めることについて

反
対
（
多
田
）

子育て支援・地域医療支援・雇用対策・災害復旧費など、「早急に措置が必要」として提案されてい
る。具体的には、予防接種事業の拡大、事業所内保育所への支援、緊急雇用対策など、市民生活に直結す
る事業が数多くある。また、農家の方が早く耕作を再開できるようにと、農地災害復旧費の増額補正も提
案されている。その他にも、河川増水時に市民に安全を確保するための、河川水位計の設置費も計上され
ている。以上のことから、今回の補正予算は、市民にとって必要な予算であり、将来の江津市にとっても
必要かつ重要な予算であるので賛成。

賛
成
討
論
（
藤
間
）

平成25年度一般会計決算審査によれば本市の負債総額は約298億円で、市民一人あたり119万円にもな
る。財政の健全化や市内経済の活性化には、人口増が求められているのに対策不足で、徐々にくらしにく
くなっており、市民の生活を守る市政の役割が果たせていない。
市職員の強引な人員削減や非正規化によるサービスの低下・無秩序な民間への業務委託・無慈悲な収納
対策による低所得層の圧迫・農林漁業振興への対策不足・周辺自治体に比べて見劣りする子育て支援・国
の事業終了後も継続され逆差別を生じさせる同和事業への支出・必要性を認めながら住民ニーズに適合す
る対策を実施できていない生活交通などを主な理由として、決算を認定することに反対。

認定第１号　平成 25 年度島根県江津市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて

反
対
（
森
川
）

平成25年度は、豪雨災害により復旧を最優先としたが、国・県の経済対策に歩調を合わせ、各事業に取
り組み、定住促進４大プロジェクトを推進した。こうした背景の中、企業誘致活動について着実に成果を
上げていること、収入未済額の減少に向けて高い数値目標を掲げながらも達成されたこと、そして、人件
費の大幅削減を実施し、限られた財源を効率的に予算執行されたことを高く評価し、適切な予算執行であ
ると認め賛成。

賛
成
（
森
脇
）

本会議討論９



平成25年度国保会計は、国保料値上げ回避のための一般会計からの繰入は評価できるものの、議会から

の決算要望で毎年指摘されている、がん検診やメタボ健診による病気予防による医療給付費抑制が達成で

きていないため国保会計の決算認定に反対。なお来年度以降は高い目標値を設定して受診率向上を図り、

医療給付費の抑制そして国保会計の健全化につなげるべきであること申し添える。

認定第２号　平成 25 年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

反
対(

森
川)

　現在，本市の保険財政運営は医療費の増と保険収納率低下により非常に困難な状況にある。この厳し
い状況の下、医療費の一部負担のみでなく、被保険者の健康づくりや疾病予防を図るために、特定健康診
断の実施、一日外来人間ドッグや脳ドッグ受診への助成、自己負担なしで受診できる各種がん検診など幅
広く事業が実施されており、市民の健康維持増進に一定の成果を挙げており、認定に賛成。

賛
成
（
田
中
利
）

消費税の引き上げは、少子高齢化の進行で増大している社会保障経費を確保するためのものであり、所
得税などの現役世代への負担集中を軽減し、広く国民全体で負担しようとするものである。消費税法の
付帯条項には「経済状況を総合的に勘案し、税率引き上げの停止も含め所要の措置を講ずる」とされてい
ることから、政府においては適切な判断をされるものと考え、現時点でこの意見書を提出することには反
対。

意見第３号 消費税の 10％への増税を行わないことを求める意見書の
提出について

反
対
（
永
岡
）

消費税の８％への増税で個人消費が落ち込み、直後の４～６月期で国内総生産が７.１％も大幅後退し、
市内経済も厳しい状況。しかし、安倍自公政権からは消費税増税ありきの発言が出ている。アベノミクス
に好意的なノーベル経済学賞受賞のクルーグマン氏でさえ10％への増税を戒め、税率を５%に戻すべきと
している。財政再建はこの１年で23兆円も上積みされた大企業の内部留保約300兆円を有効活用すれば実
現できる。大企業は政治献金を再開させる余裕があり、経営の心配はない。経済をこれ以上悪化させず市
民生活を守るため、消費税のさらなる増税は行うべきではないとの意見書を国へ提出することに賛成。

賛
成
（
多
田
）

○「手話言語法（仮称）」の制度を求める意見書

手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に
広め、きこえない子どもが手話を身につけ、手話で学べ、
自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究
することのできる環境整備を目的とした「手話言語法（仮
称）」を制定することを求める意見書を国へ提出しました。

○「地方財政の充実・強化」を求める意見書

公共サービスの質の確保と地方自治体の安
定的な行政運営を実現するため、2015年度の
地方財政計画、地方交付税および一般財源総
額の拡大に向けて、地方財政計画や地方税の
あり方など国へ意見書を提出しました。

国へ意見書を提出しました

本会議討論 10



本会議で施政方針演説を行う市長

統合西部小学校建設の予備調査を
行う範囲

□問
　
　

財
政
に
つ
い
て
、
合

併
算
定
替
え
に
よ
り
、
普

通
交
付
税
の
減
額
が
見
込

ま
れ
る
中
、
今
後
の
見
通

し
は
。

■答
　

歳
入
が
減
り
、
歳

出
が
増
え
極
め
て
厳
し

い
。
人
件
費
は
も
と
よ
り

公
共
施
設
の
廃
止
を
含

め
、
聖
域
を
設
け
ず
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
た
い
。

□問
　
　

昨
年
の
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
、
３
カ
年
で
完
了

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

■答
　

全
体
で
５
７
５
件
の

災
害
箇
所
の
内
、51
・
８
％

の
工
事
を
発
注
し
、
13
・

２
％
が
完
了
、
そ
の
進
捗

は
極
め
て
厳
し
く
、
楽
観

視
で
き
な
い
も
の
が
続
い

て
い
く
と
考
え
る
。

□問
　
　

副
市
長
の
人
選
に
つ

い
て
は
庁
内
よ
り
登
用
す

る
と
の
こ
と
だ
が
い
つ
ご

ろ
人
選
す
る
の
か
。

■答
　

市
の
現
状
や
課
題
を

十
分
熟
知
し
て
い
る
こ
と

を
第
一
に
、
来
年
４
月
ご

ろ
を
と
考
え
て
い
る
。

［
議
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
］

□問
　
　

本
市
議
会
は
定
数
を

24
人
か
ら
16
人
に
削
減
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
、

議
会
報
告
会
の
開
催
な

ど
議
会
改
革
に
努
め
て
い

る
。
市
長
と
し
て
議
会
に

対
し
求
め
る
こ
と
は
。

■答
　

市
政
運
営
に
あ
た
り

議
会
に
お
い
て
活
発
な
議

論
や
質
疑
を
通
し
良
好
な

関
係
を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
な
お
、
議
会
の
真

の
活
性
化
は
、
質
問
・
質

疑
の
回
数
で
は
な
く
、
何

よ
り
そ
の
内
容
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

行財政運営について

市長／持続可能な市政を

施
政
方
針

施政方針

市
内
経
済
を

　
　
　
　

ど
う
見
る
か

市
長
／
消
費
の
減
少
で
厳
し
い

土井正人

多田伸治

□問
　
　

市
長
は
『
施
政
方

針
』
で
市
内
経
済
に
触
れ

た
が
、
４
月
の
消
費
税
増

税
後
の
状
況
を
ど
う
見
る

か
。■答

　

３
月
の
駆
け
込
み
需

要
の
反
動
、
燃
油
や
仕
入

れ
価
格
の
高
騰
、
消
費
の

減
少
に
よ
り
、
足
踏
み
も

し
く
は
厳
し
い
状
況
。

□問
　
　

安
倍
自
公
政
権
は
来

年
10
月
に
さ
ら
な
る
消
費

税
増
税
を
計
画
し
て
い

る
。
市
長
と
し
て
ど
う
考

え
る
か
。

■答
　

国
の
動
向
を
注
視
す

る
が
、
コ
メ
ン
ト
は
差
し

控
え
た
い
。

□問
　
　

本
市
は
国
保
料
や
桜

江
町
の
上
下
水
道
料
、
ご

み
袋
な
ど
、
市
民
へ
の
負

担
を
増
や
し
て
い
る
。
市

民
負
担
の
軽
減
を
。

■答
　

市
民
の
生
活
も
勘
案

し
な
が
ら
値
上
げ
を
行

う
。
基
本
的
に
は
受
益
者

負
担
が
原
則
と
考
え
る
。

□問
　
　

『
施
政
方
針
』
で
「
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
見
直
す
」
と
し
た

が
、
津
宮
・
川
波
の
体
育

館
が
耐
震
化
が
で
き
な
い

こ
と
を
理
由
と
し
た
、
小

学
校
統
廃
合
と
巨
額
の

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

の
耐
震
化
や
川
波
小
の
教

育
環
境
、
跡
市
小
の
児
童

減
少
な
ど
、
総
合
的
に
考

え
て
ほ
し
い
。

□問
　
　

市
内
に
は
「
誘
致
企

業
や
大
き
い
企
業
、
新
し

い
企
業
に
ば
か
り
手
厚

い
」
と
の
不
公
平
感
が
あ

る
。
雇
用
創
出
の
た
め
、

補
助
・
助
成
・
無
利
子
融

資
な
ど
中
小
企
業
や
商
店

で
も
受
け
ら
れ
る
制
度

を
。■答

　

地
場
産
業
や
中
小
企

業
へ
の
支
援
制
度
、
経
営

体
質
の
強
化
・
販
路
開
拓
・

新
規
創
業
・
新
商
品
の
開

発
・
空
き
店
舗
活
用
へ
の

補
助
な
ど
が
あ
る
。
来
年

度
予
算
で
も
措
置
を
講
じ

た
い
。

新
校
舎
建
設
を

田
中
市
政
か
ら

引
き
継
い
で
い

る
。
２
校
の
体

育
館
新
築
で
負

担
軽
減
を
。

■答
　

統
合
小
学

校
を
望
む
市
民

も
多
く
い
る
。

津
宮
小
体
育
館

青陵中学校

ミレ青山

一般質問11



江津駅前地区でのにぎわいイベント「手つなぎ市」

小中学生のスマートフォン使用時間アンケート

□問
　
　

「
小
さ
く
と
も
キ
ラ

リ
と
光
る
ま
ち
江
津
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む

重
点
施
策
と
具
体
的
な
支

援
は
。

■答
　

市
内
で
は
若
者
を
中

心
と
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト

や
手
つ
な
ぎ
市
な
ど
多
様

な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
地
域
に
お
い
て

も
黒
松
・
敬
川
・
松
平
・

有
福
温
泉
・
都
治
地
区
な

ど
の
よ
う
に
、
特
色
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

も
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
積
み
重
ね
が
本
市

の
魅
力
に
な
っ
て
い
る
。

積
極
的
な
支
援
を
行
い
、

外
部
人
材
の
活
用
も
促
進

す
る
。

□問
　
　

新
た
な
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
に
向
け
、
さ

ら
に
職
員
を
削
減
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
基
本
姿

勢
と
定
員
管
理
計
画
は
。

■答
　

現
在
の
定
員
管
理
計

画
で
は
、
平
成
27
年
度

基本姿勢と施策は

市長／支援と人材活用

重
点
施
策

学校教育

思
い
や
り
の
あ
る
人
を

教
育
長
／
教
科
を
工
夫
す
る

山本　誉

森脇悦朗

□問
　
　

お
互
い
の
人
格
・
立

場
を
尊
重
し
、
思
い
や
り

と
規
範
意
識
の
あ
る
人
を

育
て
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
の
道
徳
・
人
権
教
育
の

方
向
性
は
。

■答
　

道
徳
の
教
科
化
の
動

き
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
実
践
に
結
び
つ
く

指
導
や
教
科
の
工
夫
、
そ

の
他
の
教
科
や
指
導
と
の

関
連
を
考
え
て
い
く
。
人

権
教
育
で
は
、
一
人
ひ
と

り
が
将
来
を
た
く
ま
し
く

切
り
開
い
て
い
く
力
を
育

て
る
こ
と
と
、
い
じ
め
防

止
指
針
も
踏
ま
え
、
い
じ

め
の
な
い
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

□問
　
　

家
庭
内
で
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど

に
よ
り
学
力
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
る
が
現
状
は
。

ま
た
、
家
庭
学
習
を
充
実

す
る
た
め
に
学
校
と
の
連

携
を
。

■答
　

平
日
に
ゲ
ー
ム
な
ど

を
す
る
時
間
は
、
２
時
間

程
度
で
県
平
均
並
み
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利

施
さ
れ
て
い
る
が
、
学
力

向
上
の
た
め
に
も
検
討

を
。■答

　

市
内
で
も
、
現
在
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て

月
一
回
程
度
、
地
域
の
方

が
全
学
年
の
希
望
者
を
対

象
に
、
算
数
な
ど
を
中
心

に
指
導
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
。今
後
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
と
の
連
携
を

視
野
に
、
地
域
の
多
様
な

経
験
や
技
能
を
持
つ
人
材

を
活
か
し
た
、
生
き
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

構
築
の
徹
底
が
必
要
と
な

る
。□問

　
　

基
本
施
策
と
し
て
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
は

本
市
に
と
っ
て
喫
緊
の
課

題
。
特
に
済
生
会
江
津
総

合
病
院
の
経
営
改
善
を
。

■答
　

赤
字
経
営
が
続
く

中
、
経
営
改
善
計
画
も
策

定
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら

の
体
制
変
更
に
よ
り
、
支

部
組
織
、
運
営
の
充
実
強

化
と
機
動
性
、
効
率
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
支
部

理
事
会
が
新
設
さ
れ
た
。

貴
重
な
就
労
場
所
で
も
あ

り
、
着
実
に
成
果
が
上
が

る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て

い
る
。

用
は
40
～
70
分
程
度

で
小
５
、
中
１
・
２

年
生
が
県
平
均
よ
り

長
い
。
ノ
ー
メ
デ
ィ

ア
デ
ー
を
設
定
し
、

家
庭
学
習
の
時
間
や

家
族
と
の
触
れ
合
い

時
間
が
と
れ
る
取
り

組
み
を
進
め
る
。

□問
　
　

土
曜
日
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
の

推
進
な
ど
、
全
国
的

に
土
曜
日
学
習
に
向

け
た
取
り
組
み
が
実

の
職
員
数
を
２
７
０

名
と
し
て
い
る
が
、

現
状
で
職
員
数
は

２
７
２
名
と
な
っ
て

お
り
、
達
成
で
き
る
。

平
成
27
年
度
か
ら
の

第
三
次
の
管
理
計
画

で
は
人
口
90
人
に
対

し
職
員
１
人
で
策
定

す
る
。
そ
の
た
め
に

研
修
に
よ
る
職
員
の

資
質
の
向
上
、
民
間

委
託
の
再
検
討
や
再

一般質問 12



済生会病院の院内保育園「にじいろ保育園」を視察

□問
　
　

新
制
度
で
保
育
所
・

幼
稚
園
・
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
が
変
わ
る
。

「
子
育
て
の
条
件
に
後
退

は
な
い
」
と
し
て
い
る

が
、
保
育
施
設
の
入
所
基

準
は
。

■答
　

子
ど
も
へ
の
保
育
の

必
要
性
を
認
定
し
、
認
定

を
元
に
保
育
内
容
が
決
ま

る
。
保
護
者
の
就
労
・
妊

娠
・
出
産
・
疾
病
な
ど
の

条
件
に
基
づ
き
認
定
証
を

発
行
。
条
件
に
よ
っ
て
８

～
11
時
間
の
保
育
時
間
を

決
定
す
る
。

□問
　
　

認
定
の
結
果
が
同
じ

で
も
、
入
所
す
る
施
設
に

よ
っ
て
保
育
内
容
が
変
わ

る
の
で
は
。

■答
　

運
営
基
準
を
条
例
で

定
め
る
。
施
設
に
よ
っ
て

保
育
の
あ
り
方
が
違
っ
て

は
な
ら
な
い
。

□問
　
　

保
育
所
と
幼
稚
園
の

運
営
で
変
更
は
あ
る
か
。

■答
　

保
育
所
の
入
所
調
整
・

保
育
料
の
徴
収
方
法
に
変

更
は
な
い
。
幼
稚
園
も
大

き
な
変
更
は
な
い
。
施
設

は
減
ら
な
い
が
、
基
本
的
に

民
間
経
営
を
原
則
と
す
る
。

□問
　
　

保
育
料
が
上
が
る
こ

と
は
な
い
か
。

■答
　

現
行
の
水
準
を
踏
ま

え
つ
つ
新
制
度
へ
移
行
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。
同

時
入
所
の
２
人
目
半
額
お

よ
び
３
人
目
無
料
、
第
３
子

以
降
の
３
歳
未
満
の
保
育

料
全
額
免
除
は
継
続
す
る
。

□問
　
　

保
育
料
以
外
に
保
護

者
負
担
が
発
生
す
る
か
。

■答
　

負
担
へ
の
補
助
を
策

定
中
の
計
画
で
検
討
す
る
。

□問
　
　

保
育
時
間
が
公
定
単

価
（
国
や
自
治
体
の
支
出

す
る
経
費
）
へ
適
正
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
。■答

　

公
定
単
価
は
国
が
定

め
て
お
り
、
保
育
時
間
が

加
味
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。□問

　
　

保
育
所
と
幼
稚
園
で

公
定
単
価
の
加
算
が
異
な

る
が
影
響
は
な
い
か
。

■答
　

加
算
は
異
な
る
が
保

育
料
・
利
用
料
に
影
響
は

な
い
。

新制度での変更は

■市長／現行の水準での移行を検討中

子
ど
も
子
育
て

人口減少

人
口
減
少
対
策
を

市
長
／
総
合
的
な
観
点
か
ら
取
り
組
む

森川佳英

永岡静馬

□問
　
　

市
長
は
施
政
方
針

で
、
本
市
の
人
口
減
少
に

対
し
て
方
針
を
示
し
た

が
、
県
内
に
人
口
対
策
本

部
を
設
置
し
て
対
応
し
て

い
る
市
も
あ
る
。
本
市
の

対
応
は
。

■答
　

こ
れ
ま
で
に
も
空
き

家
活
用
や
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
に
よ
る
起
業
の
推

進
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
確
保
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

27
年
度
か
ら
人
口
減
少

対
策
を
専
属
で
担
当
す

る
「
地
域
振
興
室
」
を
設

置
し
、
若
者
・
女
性
・
高

齢
者
な
ど
の
世
代
や
、
性

別
・
地
域
別
の
課
題
を
整

理
し
、
施
策
を
展
開
し
た

い
。□問

　
　

21
世
紀
に
入
り
人
口

増
加
か
ら
人
口
減
少
社
会

に
突
入
し
た
。
こ
の
「
地

域
振
興
室
」
の
体
制
と
基

本
認
識
は
。

■答
　

定
住
に
は
多
様
で
魅

力
あ
る
産
業
振
興
が
大

事
。
担
当
顧
問
制
も
採
用

し
て
進
め
た
い
。
企
業
誘

致
や
既
存
企
業
の
体
質
強

化
、
農
業
の
６
次
産
業
化

な
ど
進
め
る
と
と
も
に
、

都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
本

社
機
能
の
移
転
な
ど
、
国

策
を
迫
っ
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
認
知
症
予
防
対
策
】

□問
　
　

認
知
症
の
早
期
発

見
・
予
防
は
、
症
状
の
悪

化
を
防
ぐ
た
め
大
変
重

要
で
あ
る
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に「
認
知
症
チ
ェ
ッ

カ
ー
」
の
掲
載
を
。

■答
　

認
知
症
予
防
対
策
と

し
て
、
健
康
教
室
や
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
（

現
在
１
２
５
０
人
）
な
ど

啓
発
活
動
を
実
施
中
。
２

次
予
防
と
し
て
対
象
の
高

齢
者
へ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
疑
い
の
あ
る
方

に
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

今
後
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
は
検
討
し
た
い
。

80％以上

50％～ 80％未満

30％～ 50％未満

30％未満

日本創成会議の推計によると、2040年までに
全国の約半数の自治体が消滅する。

～地図は県別で市町村が消滅する割合～

一般質問13



子どもの貧困世帯（阿部彩「子ども
の貧困より」）

□問
　
　

平
成
20
年
３
月
中
学

校
学
習
指
導
要
領
改
訂
に

よ
る
、
武
道
・
ダ
ン
ス
の

導
入
経
緯
と
市
内
中
学
校

の
現
状
は
。

■答
　

運
動
す
る
・
し
な
い

子
ど
も
の
二
極
化
問
題
な

ど
か
ら
、
平
成
24
年
度
か

ら
全
面
実
施
。
市
内
現
状

は
江
津
・
江
東
・
青
陵
中

が
柔
道
、桜
江
中
が
剣
道
。

ダ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
江

津
は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

江
東
は
現
代
的
な
リ
ズ
ム

の
ダ
ン
ス
、
青
陵
・
桜
江

は
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
現

代
的
リ
ズ
ム
の
両
方
を

行
っ
て
い
る
。

□問
　
　

導
入
に
向
け
て
の
指

導
体
制
は
。
先
生
の
研
修

状
態
・
備
品
な
ど
の
準
備
・

導
入
、
先
生
・
生
徒
の
反

応
・
効
果
は
。

■答
　

担
当
教
諭
は
毎
年
研

修
。
柔
道
畳
な
ど
を
購
入

し
、
設
備
の
充
実
。
ダ
ン

ス
指
導
は
主
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
。

効
果
は
授
業
が
楽
し
み
な

生
徒
も
い
る
。

□問
　
　

江
津
市
の
母
子
・
父

い
ず
れ
も
増
加
傾
向
。

□問
　
　

子
ど
も
の
貧
困
対
策

や
、
学
力
向
上
、
部
活
動

へ
の
支
援
拡
充
を
。

■答
　

貧
困
世
帯
の
子
ど
も

へ
の
就
学
支
援
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
・
生
徒
会
費
も
支

給
対
象
に
追
加
す
る
。
学

力
支
援
で
は
市
内
小
中
学

校
に
学
力
向
上
支
援
員
を

配
置
。
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
県
主
催
の
大
会
で
、

大
会
要
項
に
定
め
ら
れ
た

選
手
な
ど
へ
、
補
助
金
を

交
付
。
選
手
ら
の
旅
費
と

し
て
交
通
費
・
宿
泊
費

の
実
費
の
10
分
の
３
を
補

助
。
検
討
中
の
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
は
、
18
歳

ま
で
の
支
援
を
盛
り
込
ん

だ
内
容
に
な
る
。

子どもの貧困への
　　　　　　対策を

市長／就学支援を拡充

子
ど
も
教
育

人口減少問題

今
後
の
自
治
体
経
営
は

市
長
／
厳
し
さ
を
増
す
と
懸
念

鍛治恵巳子

島田修二

□問
　
　

日
本
創
成
会
議
の
人

口
減
少
問
題
検
討
分
科
会

が
公
表
し
た
デ
ー
タ
で
は
、

本
市
の
総
人
口
は
２
０
４
０

年
に
１
万
４
０
０
０
人
と

の
報
告
が
で
た
が
、
本
市

の
見
解
は
。

■答
　

人
口
減
少
問
題
を
正

面
か
ら
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
対
策
を
講
じ
な
い

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。
ま
ず
は
本
市
の

状
況
に
つ
い
て
多
角
的
に

分
析
し
、
本
市
の
実
情
に

沿
っ
た
対
策
を
検
討
し
、

自
治
体
の
努
力
で
対
応
が

可
能
な
と
こ
ろ
は
、
積
極

的
に
取
り
組
み
、
自
治

体
の
努
力
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
部
分
は
、
財
政
支

援
を
含
む
抜
本
的
な
法
改

正
な
ど
を
、
今
後
、
国
に

対
し
て
強
く
働
き
か
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。□問

　
　

人
口
減
少
の
進
行
が

及
ぼ
す
本
市
の
現
状
と
課

題
は
。

■答
　

人
口
減
少
の
進
行
に

よ
り
無
住
家
集
落
が
発
生

す
る
な
ど
厳
し
い
現
状
が

あ
る
。
ま
た
、
無
住
家
集

落
予
備
軍
で
あ
る
限
界
集

落
も
発
生
し
て
き
て
お

り
、
今
後
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
維
持
や
福
祉
活

動
、
災
害
時
の
対
応
な
ど

市
行
政
が
担
う
役
割
は
極

め
て
多
様
化
・
複
雑
化
す

る
と
考
え
る
。
一
方
で
、

地
方
交
付
税
の
低
減
や
職

員
数
の
削
減
な
ど
に
よ

り
、
自
治
体
経
営
は
厳
し

さ
を
増
す
も
の
と
懸
念
し

て
い
る
。

□問
　
　

存
続
可
能
な
自
治
体

経
営
の
方
向
性
と
し
て
、

地
域
構
造
の
再
構
築
「
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
」
が
必
要
で
は
。

■答
　

人
口
減
少
の
も
と
で
、

都
市
機
能
や
行
政
機
能
の

拡
散
は
、
本
市
の
よ
う
に

財
政
状
況
が
極
め
て
厳
し

い
自
治
体
に
お
い
て
、
将

来
的
に
持
続
可
能
な
行
政

経
営
を
行
う
た
め
の
手
法

と
し
て
、
都
市
機
能
の
複

合
化
・
集
約
化
は
有
用
で

あ
る
と
考
え
る
。

□問
　
　

今
後
の
対
応
は
。

■答
　

地
域
を
単
位
と
し
て

人
口
を
維
持
し
て
い
く
と

い
う
観
点
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
と
住
民
、
あ
る

い
は
色
々
な
団
体
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
と
認
識
す
る
。
こ
の
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
協
働
に
よ
る
定
住
対

策
に
つ
い
て
も
今
後
検
討

し
、
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
国
が
地
方
創
生
の

た
め
に
設
け
た
、
新
年
度

予
算
の
特
別
枠
事
業
を
有

効
に
活
用
す
る
。

子
家
庭
数
の
推
移
は
。

■答
　

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
世
帯

の
数
で
、
平
成
22
年
度

か
ら
こ
の
手
当
が
父

子
家
庭
へ
と
拡
大
、
同

年
度
末
、
母
子
家
庭

１
６
４
世
帯
・
父
子
家

庭
15
世
帯
、
平
成
26
年

７
月
末
、
母
子
１
８
６

世
帯
・
父
子
25
世
帯
と

一般質問 14



親子で150人が参加したスポーツ少年団交歓体育祭

駅前で取り組まれた『うわさプロジェクト』

□問
　
　

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
）
の
助
成
が

２
年
後
に
な
く
な
る
が
、

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
へ
の
補
助
は
。

■答
　

国
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
本
市
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
自

主
運
営
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
今
後
の
運
営
状
況

を
見
極
め
、
助
成
が
な
く

な
る
時
点
で
支
援
に
つ
い

て
考
え
る
。

□問
　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用

時
の
緊
急
体
制
は
。

■答
　

休
日
・
夜
間
の
緊
急

対
応
は
、
済
生
会
江
津
総

合
病
院
が
行
う
が
、
小
児

科
は
常
勤
医
師
１
名
で
対

応
さ
れ
て
い
る
た
め
、
休

日
・
夜
間
の
小
児
内
科
診

療
は
、
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
で
の
受
診
を
お
願
い

し
て
い
る
。

□問
　
　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
体
育
館
を
使
用
す
る

際
の
使
用
料
全
額
免
除
を
。

■答
　

市
内
の
小
学
校
、
中

学
校
お
よ
び
高
校
が
校
長

の
申
請
に
よ
り
部
活
動
の

一
環
で
使
用
す
る
場
合
に

は
、
使
用
料
が
２
分
の
１

に
な
る
。
し
か
し
、
現
状

で
は
小
学
校
に
ス
ポ
ー
ツ

関
連
の
部
活
動
が
存
在
せ

ず
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
部

活
動
に
代
わ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
規
定

に
該
当
し
な
い
た
め
、
減

免
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。

いきいきスポーツ
　クラブへの支援を

教育長／その時点で支援について考える

ス
ポ
ー
ツ
振
興

駅前再生

積
極
的
な
情
報
発
信
を

市
長
／
今
後
、
発
信
し
て
い
く

小林博昭

坪内涼二

□問
　
　

江
津
駅
前
再
生
整
備

計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

■答
　

公
共
公
益
複
合
施

設
・
市
道
御
幸
通
線
お
よ

び
市
道
水
源
地
通
線
工
事

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
末
の
完
成
を
目
途
に
工

事
着
手
。
国
道
９
号
線
お

よ
び
県
道
あ
け
ぼ
の
通
り

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
と

の
調
整
の
中
で
、
早
期
完

成
を
要
請
し
て
い
る
。
景

観
や
防
災
に
配
慮
し
た
電

線
地
中
化
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
度
以
降
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
現
時
点
で
複

合
施
設
の
建
設
を
は
じ
め

と
す
る
事
業
の
完
成
予
定

年
度
に
変
更
は
な
い
。
ホ

テ
ル
に
つ
い
て
は
平
成
27

年
度
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
、

山
陰
合
同
銀
行
に
つ
い
て

は
今
年
度
内
の
建
て
替
え

を
目
途
に
事
業
を
進
め
て

い
る
。

□問
　
　

駅
前
再
生
に
関
す
る

情
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
積
極
的
に
発
信

す
る
考
え
は
。

■答
　

複
合
施
設
の
設
計
の

概
要
な
ど
を
、
今
後
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報

で
情
報
発
信
を
行

う
。□問

　
　

中
心
市
街
地
活

性
化
計
画
が
国
の
認

定
を
受
け
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

■答
　

都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
に
お
け
る

国
か
ら
の
交
付
金
の

か
さ
上
げ
や
、
民
間

事
業
者
が
対
象
と
な

る
中
心
市
街
地
再
興

戦
略
事
業
費
補
助
金
の
活

用
な
ど
、
予
算
面
で
の
支

援
措
置
や
法
律
・
税
制
面

で
の
重
点
的
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

□問
　
　

中
心
市
街
地
と
江
津

本
町
の
連
携
へ
の
施
策

は
。■答

　

観
光
資
源
と
し
て
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
活
用

な
ど
に
よ
り
駅
前
ゾ
ー
ン

と
の
連
携
を
図
り
、
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。

□問
　
　

中
国
経
済
産
業
局
と

の
人
事
交
流
・
職
員
派
遣

の
考
え
は
あ
る
か
。

■答
　

有
効
な
手
法
の
一
つ
。

総
合
的
に
判
断
し
、
検
討

す
る
。
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議　

長　

藤
田　
　

厚

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

多
田　

伸
治

委　

員　

坪
内　

涼
二

委　

員　

鍛
治
恵
巳
子

委　

員　

小
林　

博
昭

委　

員　

田
中　

直
文

スポーツ吹矢を体験

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対
策
特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

10
月
２
日
に
「
江
津
市

議
会
の
市
議
会
だ
よ
り
の

編
集
を
視
察
し
た
い
」と
、

青
森
県
五
所
川
原
市
議
会

の
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
の
み
な
さ
ん
が
、
本
市

に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
特
別
な
こ
と

を
や
っ
て
い
る
と
い
う
認

○
次
回
定
例
会
日
程

12
月
５
日（
金
）
か
ら

12
月
19
日（
金
）ま
で
の

予
定
で
す
。

○
請
願
・
陳
情
の

　
　

受
付
に
つ
い
て

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
で
ま
ち
づ
く
り

～
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟
で
視
察
・
体
験　

９
月
26
日
、
江
津
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟
で
、

江
津
い
き
い
き
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ(
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ)
を
視

察
・
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
『
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ

ま
で
も
』
を
テ
ー
マ
に
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
通

し
て
、
健
康
で
い
き
い
き

と
し
た
江
津
を
目
指
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
・
体
験
は
、

江津市音頭パレードに、改選後、新しい顔ぶれの議員 16 人全
員で参加。江の川祭を元気に盛り上げました。

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕

12
月
定
例
会
で
、
本
会

議
初
日
12
月
５
日
の
場
合

『
11
月
27
日
の
午
前
中
ま

で
』
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
会
（
３
月
定
例

会
）
に
付
託
・
審
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

識
が
な
か
っ
た
た
め
、
な

に
を
見
た
い
と
思
わ
れ
た

の
か
、
戸
惑
っ
た
と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
編
集
作
業
で
心
掛

け
て
い
る
「
自
分
と
主
張

が
異
な
る
議
員
の
一
般
質

問
や
討
論
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
議
員
さ
ん
が
な
に
を

言
い
た
か
っ
た
の
か
を
く

み
取
っ
て
作
業
に
臨
む
」

と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

編
集
と
し
て
は
当
然
の

こ
と
で
、
五
所
川
原
市

の
議
員
さ
ん
に
参
考
と
し

て
い
た
だ
け
る
話
で
は
な

か
っ
た
と
心
苦
し
い
で
す

が
、
私
自
身
、
口
に
出
し

た
こ
と
で
再
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。（
多
田
伸
治
）

江津市音頭パレードに議員全員で参加

平
成
24
年
６
月
に
、
市
議

会
議
員
の
立
場
で
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
推
し
進

め
、
今
後
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
と
連
携
を
深
め
課

題
や
要
望
を
把
握
し
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
拡
充

へ
向
け
た
働
き
か
け
や
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意

識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
議
員
連
盟
が
発
足
し

て
以
来
、
初
め
て
の
視
察

で
す
。
当
日
は
ポ
ー
ル
・

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
を
体
験
し
ま
し
た
。

トピックス

江の川祭

16お知らせ・編集後記


